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催芽期からの予防剤散布による 

ナシ黒星病発病芽の防除 
ナシ黒星病菌は秋季に主に腋花芽の鱗片に感染し、その後、冬季に鱗片組織内で病斑を拡

大して分生子を形成し、発芽期～鱗片脱落期にかけて芽基部組織に到達して発病芽となりま

す。これが本病の第一次伝染源となることから、発病芽の形成を防ぐことが防除上重要とな

ります。そこで千葉県農林総合研究センターではナシ休眠期～鱗片脱落期における予防剤の

散布適期を明らかにしたので紹介します。 

☆技術の概要 

１． ３月上旬～４月上旬に時期別に予防剤を散

布した場合、３月中旬と下旬に散布すると比

較的発病芽率が低く、防除価が高まります（表

１）なお、この時期の腋花芽の生育段階は催

芽期、発芽期が多くなります（表２）。 

２． 休眠期から出蕾期（図 1）にかけて生育段

階別に散布した場合、催芽期、発芽期の防除

効果が比較的高く、休眠期、出蕾初期及び出

蕾期では防除効果が低くなります（表３）。 

３． 時期別散布試験及び生育段階別試験とも防

除効果の高い時期は概ね一致し、よって催芽

期及び発芽期は鱗片発病芽を防ぐための散布

適期となります。 

☆活用面での留意点 
１． 落葉からの子のう胞子の防除対策は３月下

旬以降の各地域の防除指針に沿って実施して下

さい。 

２． 鱗片発病芽を防ぐためには秋季防除を前提と

し、これが不足の場合、本防除により補って下

さい。 

３． 本試験では、イミノクタジンアルベシル酸塩

水和剤（商品名：ベルクートフロアブル）1,000

倍液を用いています。千葉県の防除指針では、

キャプタン水和剤（商品名：オーソサイド水和

剤 80）1,000液を用いることになっています。 

４． 詳細については千葉県農林総合研究センター

病理昆虫研究室（043-291-9991）にお問い合わせください。 
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